
CSR セミナー/「企業価値を高める防犯 CSR と ESG 経営」報告書 

 

                               報告日 2019 年 12月 2 日 

                      全 国 防 犯 C S R 推 進 会 議     

                              事務局担当 加藤電機㈱ 加藤 

 

開催日時：2019 年 11 月 7日（水）15:00-17:00 

開催目的：一般事業所を中心とした防犯 CSR 活動の普及促進 

開催概要：以下に記載の通り 

 

  

 

■吉清会長ごあいさつ            ■藤井先生の基調講演 

  

        吉清会長ごあいさつ           藤井先生の基調講演の様子 

  

 吉清会長からは、当会活動が５年目に入り、防犯 CSR 宣言も目標の 600 宣言を超えたこと、企業が

積極的に防犯 CSR活動に取り組む意義について SDG’sの観点からごあいさついただき、日頃よりご支

援をいただいている警察庁生活安全局様、東京都都民安全推進本部様への御礼がありました。 

 



藤井先生の基調講演では、企業にとっての CSR とは何か、アメリカの経済学者マイケルポーター先

生の提唱する社会と会社の相互関係についてご説明いただき、企業が地域社会においては企業市民と

しての価値を自社で再評価し、社会からの信頼を得るための新たな非財務的価値を見出す必要がある

ことについて詳しく説明をされました。 

特にトップ企業らは知名度や財務力が高く、安心安全の社会形成に向けて貢献するために、ビジネス

と社会との統合が必要であることを明示されました。一般に実施されている CSR 活動は主に自然環境

に主眼が置かれていることから、企業にとっての防犯 CSR の意義についても具体的に事例を挙げてご

説明いただきました。 

防犯 CSR の具体例としては神奈川県警察や岡山県警察、愛知県警察管内での取り組み事例を上げて

企業が比較的簡単に取り組める事例として紹介され、防犯 CSR 活動として青パトや見回りなどの「直

接的活動」、直接活動に参加している企業らに寄付や物品提供し側面支援する「支援活動」、防犯意識

の普及・啓蒙のための「情報提供活動」、犯罪の未然防止や、出所者の雇用の場を提供する「雇用活動」

等を上げて様々な参加方法があることについて触れられました。海外では CSRというより SR（個人の

社会的な活動）として当たり前になっていることではあるが、日本でもさらに普及促進することを期

待するとして、講演を終了しました。 

 

■東京都都民安全推進本部 松井様のご講演 

 

 

■防犯 CSRマイスター表彰（チーム表彰） 

  

 山口県美祢歯科医師会の辻様と演歌歌手の入山アキ子様 

東京都では、平成 27 年より都内の大手

事業者らと連携した「ながら見守り事業

連携」を推進しています。 

これまでに 10 回の提携実績がありま

す。地域安全のために事業者らが普段の

業務や通勤中に街の安全に気をつける

ことや、ジョギング中に見守りを行うな

ど推奨しています。 

2020 東京オリンピックに向けて、世界

一安心安全な街東京を目指して活動を

強化して参ります。 

山口県美祢市「防犯 CSR 推進」チーム表彰 

 山口県美祢市では、美祢警察署の呼びかけに応え

て、地域の安心安全に寄与すべく、防犯 CSR 推進

チームとして一斉に１個人、６団体が立ち上がり、

各者独自の防犯活動を実行しています。 

防犯 CSR マイスターに認定されたのは入山アキ

子様、（一社）美祢市医師会様、（一社）美祢郡医

師会様、（一社）美祢歯科医師会様、美祢薬剤師会

様、美祢市商工会青年部様、社会福祉法人美祢市

社会福祉協議会様です。 



■防犯 CSR実践企業表彰（7社）(約 15分) 

 愛知信用金庫様、㈱エコ建築考房様、㈲野田屋菓子舗様、東京電力ホールディングス㈱様、東京ヤク

ルト販売㈱様、東京都新聞販売同業組合様、ヤフー㈱様 

 

 

表彰団体を代表して山口県美祢歯科医師会様、愛知信用金庫様、㈱エコ建築考房様、東京ヤクルト販

売㈱様に工夫に富んだ防犯 CSR 活動の取り組み事例を発表いただきました。 

 

■防犯 CSR活動の取り組み事例発表 4社（約 35分） 

 （取り組み内容は別紙１参照） 

① 山口県美祢歯科医師会様           ②愛知信用金庫様 

   

 

② ㈱エコ建築考房様              ③東京ヤクルト販売㈱様 

   
 

 



■収支報告 

今回のセミナーでは、当初想定の表彰数 8 件が 14 件に増加し、またセミナー定員 50 名は超える

60 名の参加となり、収支計画の 168,400 円を 2,979円上回る 171,379 円（税別）の実績となりまし

た。表彰資材費、配布資料費などを抑えることができたため、支出はほぼ計画通りとなりました。

収入は全額全国防犯 CSR推進会議の予算より拠出し、収支は差異無く一致しています。 

 

以上 

 

 

 

 

 

 

 



＜別紙１＞ 

 


